
 

 

COP24 前セミナー 

 なぜ日本は石炭火力発電で批判されるのか？ 
～世界の取り組みと照らして～ 

 

【日時】 2018 年 11 月 15日（木） 10:00～12:00 （開場 9:30） 

 

【場所】 衆議院第一議員会館 国際会議室 （東京都千代田区） 

 

【趣旨】 

 2018 年 12 月 3 日から 14 日まで、ポーランドで気候変動枠組条約 第 24 回締約国会議（COP24）

が開催されます。本会議では、パリ協定の実施ルールについて合意することが目指されています。各国は、脱炭素

社会の実現に向け、全く足りていない現状の行動を引き上げることが求められます。 

COP では、石炭火力を含む個別技術について取り上げて交渉することはほとんどありませんが、例年、各界か

らの日本の石炭火力発電の推進に対する厳しい国際批判が表面化します。COP24 でも同様に批判が高まる

可能性が大きくあります。それにはどのような背景があるのでしょうか。また世界の脱石炭への潮流どのような状況

にあるのでしょうか。そして、日本はどのような現状を抱え、どのような転換が求められているのでしょうか。 

本 COP24 前セミナーとして、アジアから初めて脱石炭国際連盟（Powering Past Coal Alliance; PPCA）

に参加した韓国の忠南（チュンナム）道政府の加盟に深く関わった韓国の気候ソリューション（Solutions For 

Our Climate; SFOC）のキム・ジュジン氏をお招きし、PPCA を始めとする国際動向についてご紹介します。そ

の上で、国内外で石炭火力を開発する日本の問題と改善点を提示します。 

 

 



 

 

お申込み 

こちらのフォームからお申

込みください。 

参加費：無料 

 

 

プログラム 

１．世界の脱石炭動向と、韓国の自治体の PPCA へのアジア初の加盟 

キム・ジュジン（Solutions For Our Climate（SFOC）） 

2.  日本の金融機関や商社の石炭投融資方針の現状と課題 

田辺有輝（「環境・持続社会」研究センター（JACSES）） 

3.  日本国内の石炭火力発電計画の現状と、「2030 年フェーズアウト計画」の提言 

平田仁子（気候ネットワーク） 

4.  日本の政府・事業者による海外の石炭火力支援の現状と問題 

波多江秀枝（国際環境NGO FoE Japan） 

 

※ 英日の逐次通訳あり、演題が変更になる可能性あり。 

 

主催 「環境・持続社会」研究センター（JACSES）、国際環境NGO FoE Japan、 

気候ネットワーク 

協力 CAN-Japan 

お問い合わせ 気候ネットワーク  

メールアドレス：tokyo@kikonet.org 

TEL：03-3263-9210／FAX：03-3263-9463 

会場案内 衆議院第一議員会館 国際会議室  

国会議事堂前（１番出口）より徒歩３分 

永田町（１番出口）より徒歩５分 

溜池山王（５番出口）より徒歩８分 
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